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自
然
災
害
の

脅
威
は
毎
年
の

台
風
か
ら
豪

雪
、
酷
暑
期
の

水
不
足
か
ら
近
年
で
は
竜
巻

ま
で
あ
る
が
、
地
震
と
津
波

が
最
も
深
刻
で
あ
る
。

　

東
日
本
大
震
災
の
よ
う
な

と
て
つ
も
な
い
広
域
災
害
へ

の
対
処
は
ま
だ
具
体
的
な
基

礎
的
プ
ラ
ン
さ
え
確
立
さ
れ

て
い
な
い
が
、
度
重
な
る
災

害
の
た
び
に
、
都
心
部
や
過

疎
と
か
地
域
に
よ
る
弱
点
が

見
え
て
く
る
。

　

大
震
災
の
復
旧
は
ま
だ
緒

に
付
く
段
階
前
で
あ
る
。

　

だ
が
国
家
的
課
題
が
防
衛

や
景
気
や
さ
ら
に
一
票
の
価

値
格
差
の
是
正
や
と
震
災
復

旧
が
忘
れ
去
ら
れ
た
訳
で
は

な
い
が
、
一
見
話
題
性
を
減

ら
し
て
い
る
。

　

自
然
災
害
に
耐
え
る
街
づ

く
り
の
た
め
の
公
共
投
資
は

拙
速
も
必
要
だ
が
、
自
然
は

想
定
を
超
え
る
場
合
も
多

い
。
こ
の
際
、
国
家
百
年
の

計
で
、
国
立
大
学
に
自
然
災

害
学
部
や
防
災
学
科
を
新
設

す
れ
ば
、
世
界
の
範
と
な
る

か
も
し
れ
な
い
。

　

呑
気
な
先
の
こ
と
よ
り
も

阪
神
淡
路
大
震
災
の
経
験
か

ら
言
え
る
こ
と
は
、
最
大
で

緊
急
の
課
題
が
被
災
者
の
今

の
生
活
防
衛
と
将
来
の
生
活

設
計
へ
の
支
援
で
あ
る
。

　

同
法
案
は
、
医
療
法
や
介

護
保
険
法
、
歯
科
衛
生
士
法

な
ど
の
改
定
案
を
強
引
に
ひ

と
く
く
り
に
し
て
審
議
し
、

早
期
成
立
を
狙
っ
た
も
の

だ
。
国
会
内
で
は
「
前
代
未

聞
だ
」「
国
会
審
議
を
形
骸

化
す
る
」
な
ど
の
声
が
上
が

っ
て
い
る
。

　

医
療
関
係
で
は
、
患
者
の

追
い
出
し
に
つ
な
が
る
病
床

機
能
再
編
や
、
医
療
事
故
調

査
の
仕
組
み
構
築
、
歯
科
技

工
士
国
家
試
験
の
全
国
統
一

化
、
歯
科
衛
生
士
の
業
務
拡

大
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。

　

病
床
再
編
に
よ
る
厚
労
省

の
方
針
で
は
、
２
０
２
５
年

ま
で
に
43
万
床
削
減
し
、
平

均
在
院
患
者
数
を
２
割
減
ら

す
こ
と
を
計
画
。
医
療
事
故

調
は
、
国
民
的
な
議
論
が
一

　

政
府
は
段
階
的
に
70
〜
74

歳
の
窓
口
負
担
を
２
割
に
引

き
上
げ
る
。

　

５
月
診
療
分
か
ら
２
割
負

担
の
対
象
と
な
る
の
は
、
４

月
２
日
以
降
に
70
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
る
人
。
4
月
１
日

時
点
で
70
歳
の
人
は
１
割
負

担
で
取
り
扱
い
に
変
更
は
な

い
。
一
定
所
得
者
は
従
来
通

　

協
会
は
、
経
済
的
な
不
安

な
く
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
窓
口
負
担
の
軽
減
を
求

め
て
運
動
を
強
め
て
い
く
。

り
３
割
負
担
と
な

る
。
協
会
は
診
療

の
際
の
注
意
を
呼

び
か
け
て
い
る
。

　

70
歳
以
上
の
窓

口
負
担
を
め
ぐ
っ

て
は
、「
２
割
負

担
は
高
齢
者
の
健

康
に
及
ぼ
す
影
響

が
大
き
い
」
と
す

る
協
会
や
医
療
団

体
、
国
民
の
声
を

受
け
、
こ
れ
ま
で

１
割
負
担
が
継
続

さ
れ
て
き
た
。
安

倍
政
権
に
よ
る
医

療
費
削
減
路
線
の

下
で
負
担
増
が
強

行
さ
れ
た
形
だ
。

切
な
く
、
医
師
・
歯
科
医
師

の
個
人
責
任
を
問
う
懲
罰
的

な
調
査
に
な
る
危
険
性
を
は

ら
ん
で
い
る
。
衛
生
士
法
改

定
案
で
は
、
歯
科
医
師
の

「
直
接
の
指
導
」
を
要
さ
ず

に
業
務
に
従
事
す
る
可
能
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

底
的
に
審
議
す
る
。
論
戦
を

通
じ
て
疑
問
や
矛
盾
を
明
ら

か
に
し
、
国
民
の
理
解
を
深

め
な
が
ら
慎
重
に
検
討
を
重

ね
る
。
政
府
は
そ
の
プ
ロ
セ

ス
を
大
幅
に
カ
ッ
ト
し
、
一

気
に
成
立
さ
せ
た
い
構
え

だ
。

　

協
会
は
、
①
十
分
な
審
議

を
尽
く
す
②
医
療
関
係
者
や

国
民
各
層
に
よ
る
議
論
を
保

障
す
る
③
今
国
会
で
は
採
決

し
な
い
―
―
こ
と
を
求
め
、

署
名
活
動
や
国
会
議
員
要
請

に
取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い

る
。

　

社
保
研
究
部
は
、
歯
科
外
来
診
療
環
境
体
制
加

算
（
外
来
環
）
と
在
宅
療
養
支
援
歯
科
診
療
所

（
歯
援
診
）
の
施
設
基
準
に
係
る
研
修
会
を
６
月

22
日
に
開
く
。
会
場
は
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
。

外
来
環

日
時　

６
月
22
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午

講
師　

 

原
田
丈
司
氏
（
大
阪
府
立
母
子
保
健
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー
診
療
主
任
）

歯
援
診

日
時　

６
月
22
日
（
日
）
午
後
１
時
〜
４
時

講
師　

 

小
正
裕
氏
（
大
阪
歯
科
大
学
高
齢
者
歯
科

学
講
座
教
授
）

※ 

要
事
前
申
し
込
み
、
定
員
各
１
０
０
人
、
参
加

は
協
会
会
員
本
人
に
限
る

　

レ
セ
プ
ト
電
子
請
求
の
猶
予
期

間
が
２
０
１
５
年
３
月
診
療
分
で

終
了
す
る
。
１
年
後
に
電
子
請
求

が
「
義
務
化
」
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
会
員
か
ら
対
応
に
つ
い
て
問

い
合
わ
せ
が
相
次
い
で
い
る
。

　

現
在
の
レ
セ
プ
ト
提
出
方
法
か

ら
変
更
を
迫
ら
れ
る
の
は
、
レ
セ

プ
ト
電
子
請
求
の
猶
予
届
済
み

で
、
レ
セ
コ
ン
を
使
用
し
て
紙
レ

セ
プ
ト
を
提
出
し
て
い
る
医
療
機

関
。
来
年
４
月
診
療
分
か
ら
、
①

手
書
き
②
電
子
レ
セ
プ
ト
―
―
の

ど
ち
ら
か
を
選
択
し
て
届
け
出
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
手
書
き
」

の
場
合
は
、
電
子
請
求
で
き
な
い

理
由
を
届
出
書
に
記
載
す
る
。

　

レ
セ
プ
ト
電
子
請
求
の
免
除
届

済
み
の
医
療
機
関
は
、
こ
れ
ま
で

通
り
レ
セ
コ
ン
を
使
用
し
て
紙
レ

セ
プ
ト
で
提
出
で
き
る
。
手
書
き

・
電
子
レ
セ
医
療
機
関
も
従
来
の

方
法
で
提
出
で
き
る
。

　

な
お
、
手
書
き
・
電
子
レ
セ
へ

の
変
更
は
理
由
を
明
示
す
れ
ば
い

つ
で
も
可
能
。
１
月
末
時
点
の
電

子
レ
セ
の
医
療
機
関
は
府
内
で
47

・
４
％
に
留
ま
っ
て
い
る
。

　

介
護
関
係
で
は
、
▽
一
定

所
得
者
の
利
用
料
の
自
己
負

担
倍
増
▽
要
支
援
者
向
け
サ

ー
ビ
ス
を
保
険
か
ら
除
外
し

て
市
町
村
に
移
管
▽
特
養
新

規
入
所
を
要
介
護
３
以
上
に

限
定
―
―
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
。関
係
者
か
ら
は
、「
介
護

保
険
制
度
始
ま
っ
て
以
来
の

大
改
悪
だ
」
と
の
批
判
が
沸

き
起
こ
っ
て
い
る
。

　

負
担
増
や
利
用
制
限
な
ど

国
民
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ

す
法
改
定
は
、
通
常
な
ら
一

つ
ひ
と
つ
時
間
を
か
け
て
徹

　協会の社保担当事務局員は、
４月中旬まで改定書籍『歯科保
険診療の研究』の製作業務で事
務所を離れます。お問い合わせ
は、出先から折り返しの対応と
なります。

お知らせ

病
床
削
減
、要
支
援
保
険
外
し
、利
用
料
倍
増
…

70~
74
歳
の
窓
口
負
担
２
割
に

５
月
診
療
分
か
ら
段
階
的
に

レ
セ
コ
ン
紙
出
し
診
療
所
は

手
書
き
か
電
子
レ
セ
に
移
行

前
代
未
聞
の
一
括
審
議

安
倍
内
閣
が

国
会
に
提
出

レセプト
電子請求 への対応について

2015年４月
診療分以降
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国
民
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
法
改
定
の
一
括
審
議
は
止

め
る
べ
き
―
―
。
政
府
が
今
国
会
に
提
出
し
た
医
療
・
介
護

総
合
法
案
。
病
床
削
減
や
介
護
要
支
援
者
の
保
険
外
し
な

ど
、〝
安
上
が
り
の
医
療
・
介
護
〞
に
つ
な
が
る
複
数
の
法

案
を
一
括
改
定
す
る
こ
と
に
対
し
、批
判
が
相
次
い
で
い
る
。

手書き手書き

レセコンレセコン
紙出し紙出し

電子レセ電子レセ

新たな届出不要新たな届出不要 手書き手書き

新たな届出不要新たな届出不要

どちらかを選択し届出どちらかを選択し届出

免除届済免除届済
（※１）（※１）

（※２）（※２）

猶予届中猶予届中

レセコン
紙出し
レセコン
紙出し

手書き手書き

電子レセ電子レセ

届出不要届出不要 電子レセ電子レセ

現在 2015年４月
診療分以降 手

書
き

⇔

電
子
レ
セ
へ
の
変
更
は
い
つ
で
も
可
能

⎫
―
―
―
―
―
―
⎬
―
―
―
―
―
―
⎭

※１　常勤の歯科医師が65歳以上（2011年４月１日時点）で電子レセプト請求が不可能な診療所
※２　光ディスクなどの電子媒体やオンラインでレセプトを提出している診療所

労働保険「年度更新」
お知らせ

医療・介護総合法案の概要
医療法
　病床数の削減に向けた病床機能の再編
　医療事故調査制度の構築
　特定行為に関する看護師の研修制度
介護保険法
　特別養護老人ホームの入所要件の見直し
　一定所得者の利用料を２割に倍増
　要支援者の保険適用を除外し市町村に移管
　低所得者の保険料軽減の拡充
歯科衛生士法
　歯科衛生士の業務範囲拡大
歯科技工士法
　歯科技工士国家試験の全国統一化
放射線技師法・臨床検査技師法
　放射線技師・臨床検査技師の業務範囲拡大
社会福祉及び介護福祉士法
　介護福祉士資格取得方法の見直しの延期

　協会の労働保険事務組合に委託さ
れている先生には、３月下旬に労働
保険料の「年度更新」書類（年間の
支払い賃金報告）をお届けします。
保険料の算定のために必要な書類で
すので、期日までに提出ください。
　なお、概算保険料第１期の引き落
としは６月となります。
　お問い合わせは共済部まで。
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